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５月29日　　建物火災

　　　　　　八頭郡郡家町宮谷

　　　　　　倉庫・住宅８棟　死傷者５名

平成５年（1993年）

２月26日　　気高消防署のジープ車を普通ポンプ車に更新配備

３月２日　　救急処置拡大に伴う運用を５消防署において開始

４月１日　　平成５年度採用職員８名を採用（４月２日から６ヶ月間初任教育のため県消防学校に派遣）

　　　　　　警防課に救急係を新設するとともに消防署の警備係を第１と第２に分離

５月10日　　初代救急救命士が誕生

８月30日　　若桜、智頭及び用瀬出張所の査察広報車を更新配備

９月30日　　消防緊急情報システムのデータエントリー機を更新配備

10月１日　　鳥取市からマイクロバス（昭和59年式、37人乗り）の寄贈を受け消防局に更新配備

12月16日　　若桜出張所の救急車を更新配備（防振ストレッチャー及び救急処置拡大に伴う９項目の資機

材を搭載）

【主な災害】
１月21日　　建物火災　　　　　　　　　　　　　　　３月28日　　集団事故　八頭郡若桜町須澄

　　　　　　鳥取市弥生町　店舗・住宅４棟　　　　　　　　　　　観光バスと普通乗用車の衝突

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負傷者21名

日本海新聞
平成４年５月30日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料

日本海新聞　平成５年１月22日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料 日本海新聞　平成５年３月29日掲載

鳥取県立図書館所蔵資料
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平成６年（1994年）

１月７日  鳥取消防署、智頭及び用瀬出張所の救急車に救急処置拡大に伴う９項目の資機材を搭載

２月24日  岩美、八頭及び気高消防署の普通ポンプ車を水槽付ポンプ車（1. 5ｔ）に更新配備

  鳥取消防署のジープ車を普通ポンプ車に更新配備

３月４日  救急処置拡大に伴う運用を若桜、智頭、用瀬及び青谷の４出張所において開始

４月１日  ７代消防局長に百瀬元通氏就任   

  消防職員の定員265名

　　　　　　平成６年度採用職員14名を採用（４月４日から６ヶ月間初任教育 

のため県消防学校に派遣）

７月26日  国府分遣所の連絡車を査察広報車に更新配備

７月27日  警防課の指揮車を更新配備

９月１日  消防局内線及び署所端末電話と市役所内線を接続し、運用開始

９月20日  鳥取消防署の作業車（資機材搬送車）を更新配備

12月25日  岩美消防署の救急車（２号車）に救急処置拡大に伴う９項目の資機材を搭載

【主な災害】
８月９日　　林野火災

　　　　　　八頭郡八東町新興寺

10月29日　　パラグライダー墜落

　　　　　　岩美郡福部村湯山

　　　　　　鳥取砂丘　死傷者５名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月５日　　建物火災

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八頭郡船岡町大江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死者４名

日本海新聞
平成６年11月６日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料

日本海新聞
平成６年８月10日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料

日本海新聞
平成６年10月30日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料

 7 代消防局長　百瀬元通 氏
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平成７年（1995年）

１月17日  阪神・淡路大震災被災地救援のため、消防救助隊員（１月17日～24日　延28名）を派遣

１月24日  鳥取消防署の救急車を高規格救急車に更新配備

２月16日  県立中央病院に心電図受信装置を配置し、鳥取消防署で救急救命士による特定行為３項目

  （高規格救急車）の運用を開始

２月28日  吉方出張所の水槽付ポンプ車（1. 5ｔ）を更新配備するとともに、青谷出張所の普通ポンプ

車を水槽付ポンプ車（1. 5ｔ）に更新配備

  国府分遣所及び青谷出張所のジープ車を普通ポンプ車に更新配備

  警防課に救急普及啓発広報車を配備

３月23日  青谷出張所の救急車を更新配備

４月１日  平成７年度採用職員９名を採用（４月４日から６ヶ月間初任教育のため県消防学校に派遣）

８月29日  ㈶日本消防協会から救急車の寄贈を受け用瀬出張所に更新配備

９月５日  緊急消防援助隊が組織編成され消防庁に登録

11月３日  元消防司令長　中川稔氏、消防功労により勲六等単光旭日章を叙勲

11月15日　　元消防司令長　中川稔氏、従六位を叙位

12月18日  若桜、智頭及び用瀬出張所のジープ車を水槽付ポンプ車（1. 5ｔ）に更新配備

【主な災害】
１月17日　　阪神淡路大震災

日本海新聞
平成７年１月18日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料
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平成８年（1996年）

３月29日　　救助工作車（Ⅲ型）を緊急消防援助隊の救助部隊車両として鳥取消防署に更新配備

４月１日　　平成８年度採用職員５名を採用（４月２日から６ヵ月間初任教育のため県消防学校に派遣）

　　　　　　警防課及び消防署の救急係を「救急救助係」に改めるとともに ｢主幹（消防司令補）｣ 職を

新設

８月２日  鳥取消防署にオフロードバイク２台を配備

８月８日  鳥取消防署にオフロードバイクによる消防偵察隊を発足

９月18日  鳥取県東部広域行政管理組合消防職員委員会に関する規則を公布

10月１日  平成８年度採用職員５名を鳥取消防署に配置（なお、12月１日に再度各所属に配置）

11月18日  全国波の基地局無線機２基を新設

11月29日  八頭消防署の救急車を高規格救急車に更新配備

  岩美病院及び智頭病院に心電図受信装置設置

12月６日  八頭消防署で救急救命士による特定行為３項目（高規格救急車）の運用を開始

12月27日　  第１回消防職員委員会会議を開催

【主な災害】
３月17日　　土砂崩れ

　　　　　　鳥取市浜坂　千代川右岸　死傷者４名

日本海新聞
平成８年３月18日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料
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平成９年（1997年）

３月14日　　若桜、智頭及び用瀬出張所の普通ポンプ車を更新配備

３月19日　　鳥取消防署の化学車を更新配備

４月１日　　８代消防局長に松下弘氏就任

　　　　　　消防職員の定員289名

　　　　　　平成９年度採用職員13名を採用

　　　　　　（４月２日から６ヶ月間初任教育のため県消防学校に派遣）

　　　　　　湖山基地専用協議会会員の異動により、昭和53年５月１日の 

「湖山基地防災相互援助協定」を一部改正

５月６日  ㈱鳥取大丸から防火広報車の寄贈を受け予防課に更新配備

８月18日  湖山及び八頭消防署にオフロードバイクを配備

９月30日  庶務課の連絡２号車及びマイクロバスを更新配備

10月１日  鳥取県消防防災ヘリコプター導入に伴い航空隊員として職員３名を鳥取県に派遣

12月16日  岩美消防署の救急車を更新配備

【主な災害】
６月28日　　交通事故　八頭郡河原町布袋　　　　　７月13日　　水難事故　鳥取市大路川

　　　　　　ワゴン車と大型トラックの衝突　　　　　　　　　　子供が川へ転落　１名死亡

　　　　　　死傷者９名

　 　 　

日本海新聞
平成９年６月28日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料

日本海新聞
平成９年７月15日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料

 8 代消防局長　松下　弘 氏
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平成10年（1998年）

２月16日  無線機（各署所車載、携帯）に全国共通波を増設

３月９日  元消防司令長　澤吉一氏、正七位勲五等瑞宝章を叙位叙勲

３月20日  警防課に支援車及び支援資機材を配備

４月１日  平成10年度採用職員16名（うち１名は救急救命士）を採用（４月２日から６ヶ月間初任教育

のため県消防学校に派遣）

  特別勤務手当の支給要件及び支給額を見直すため、条例の一部を改正

  被服等貸与の点数選択制を導入

４月10日  情報収集のため、消防局にケーブルテレビを導入

５月１日  気象情報等災害情報収集のため、インターネットプロバイダーに加入

７月６日  鳥取県消防防災ヘリコプター「とっとり」就航、業務を開始

８月18日  岩美及び気高消防署にオフロードバイクを配備

10月１日  消防局発足20周年記念理事会消防観閲を実施するとともに記念誌を発刊

  自動車電話・携帯電話（デジタル方式）から119番通報の接続を開始

10月２日  元消防司令長　岩田武久氏、正七位勲六等瑞宝章を叙位叙勲

11月１日  国府分遣所に岩美消防署から救急車を移動配備し、救急業務を開始

  交替制勤務者の完全４週８休制（１当務16時間）を開始

  平成10年度採用職員16名を各所属に配置

11月27日  湖山消防署の普通ポンプ車をウインチ付に更新配備

  東町出張所のジープ車を普通ポンプ車に更新配備

理事会観覧
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【主な災害】
10月19日　　台風10号　　　　　　　　　　　　　　11月15日　　建物火災

　　　　　　　気高郡気高町鹿野河内　住宅他2棟

　　　　　　　死傷者8名

平成11年（1999年）

４月１日　　平成11年度採用職員２名を採用（４月５日から６ヶ月間初任教育のため県消防学校に派遣）

７月16日　　鳥取消防署の救助工作車にクレーンウインチを取付

９月28日　　庶務課の連絡３号車を更新配備

10月１日　　平成11年度採用職員２名を所属に配置

11月４日　　５日にかけて中国ブロック緊急消防援助隊合同訓練を鳥取市で開催

11月14日　　元消防司令　吉澤敏夫氏、従七位勲六等瑞宝章を叙位叙勲

12月17日　　岩美消防署の救急車を高規格救急車に更新配備

  智頭出張所の救急車を更新配備し、その旧車両を岩美消防署の救急２号車として再配備

12月28日　　岩美消防署で救急救命士による特定行為３項目（高規格救急車）の運用を開始

12月31日　　翌年１日にかけて緊急情報システム等の2000年消防対応を実施

日本海新聞
平成10年10月20日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料

日本海新聞
平成10年11月16日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料
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【主な災害】
７月27日　　林野火災　鳥取市有富　　　　　　　　12月26日　　交通事故

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　智頭町市瀬　智頭トンネル内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飲酒運転の乗用車と軽乗用車が正面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衝突　３名死亡

　　　 

平成11年中国ブロック緊急消防援助隊合同訓練

日本海新聞
平成11年７月28日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料

日本海新聞
平成11年12月27日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料
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平成12年（2000年）

１月１日　　煙清浄機を導入し消防局事務室の空間分煙を実施

３月16日　　湖山消防署の化学車を更新配備

４月１日　　９代消防局長に小林克氏就任

　　　　　　平成12年度採用職員３名を採用し

　　　　　　（４月４日から６ヶ月間初任教育のため県消防学校に派遣）

　　　　　　警防課内に通信指令室を新設し室長及び室長補佐を配備する 

とともに係の名称を通信係と情報係に変更

　　　　　　係長級を消防司令と消防司令補、主任級を消防司令補と消防士長の複数階級にそれぞれ変更

各消防署事務室の空間分煙を実施

10月６日　　鳥取県西部地震被災地救援のため、救急隊２隊６名を派遣

【主な災害】
12月22日　　建物火災

　　　　　　鳥取市西町　負傷者１名

日本海新聞
平成12年12月23日掲載
鳥取県立図書館所蔵資料

 9 代消防局長　小林　克 氏
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平成13年（2001年）

３月30日　　気高消防署の救急車を高規格救急車に更新配備

　　　　　　消防局庁舎増築部分完成

４月１日　　平成13年度採用職員３名を採用（４月３日から６ヶ月間初任教育のため県消防学校に派遣）

  元消防司令長　山下恒夫氏、従七位勲六等単光旭日章を叙位叙勲

　　　　　　鳥取県からの権限委譲事務（火薬類の譲渡、譲受、煙火の消費許可等及び液化石油ガス設備

の工事届）を開始

11月９日　　第４回全国消防広報コンクール、広報誌部門において「みんなの消防」が消防庁長官賞（入

選）を受賞

【主な災害】
７月７日　　行方不明

　　　　　　岩美町浦富　遊泳中に行方不明

日本海新聞
平成13年７月８日掲載
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平成14年（2002年）

２月25日　　鳥取消防署の救急１号車を更新配備し、その旧車両を岩美消防署の救急２号車として再配備

３月19日　　東町出張所の水槽付ポンプ車（1. 5ｔ）を更新配備

３月25日　　㈶日本損害保険協会から高規格救急車の寄贈を受け鳥取消防署の救急３号車を更新配備

３月26日　　消防緊急通信システムの完成に伴う竣工式

４月１日　　10代消防局長に近藤征之助氏就任

  平成14年度採用職員４名を採用（４月２日から６ヶ月間初任教育 

のため県消防学校に派遣）

10月２日　　庶務課の連絡１号車を更新配備

12月19日　　鳥取消防署の救急２号車を更新配備

【主な災害】
９月14日　　建物火災　　　　　　　　　　　　　　12月24日　　交通事故

　　　　　　鳥取市中町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取市伏野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乗用車２台とワゴン車の衝突事故

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負傷者13人

日本海新聞
平成14年９月15日掲載

日本海新聞
平成14年12月26日掲載

10代消防局長　近藤征之助 氏
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